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１．会社概要
(1) 商 号 山陽建設株式会社
(2) 代 表 者 名 深山 隆一
(3) 創 立 昭和24年１月25日
(4) 資 本 金 96,000千円
(5) 所 在 地 広島県三原市宮沖一丁目8番8号
(6) T E L 0848-62-2111
(7) F A X 0848-62-9955
(8) U R L https://www.it-sanyo.co.jp
(9) E - M a i l info@it-sanyo.co.jp
(10) 従 業 員 数 129名
(11) 売 上 高 74億3,000万円（2026年3月決算）
(12) 関 連 会 社 山陽ブロック工業株式会社 山建興産株式会社
(13) 許可･登録等 特定建設業 国土交通大臣許可（特-6）第3613号

一級建築士事務所広島県知事登録 22(1)第0416号
宅地建物取引業者広島県知事 (14)第2888号

(14) 拠 点 北海道営業所 北海道札幌市中央区北3条西1丁目1-11
TEL(011)221-4960

関 東 営業所 千葉県木更津市高柳1丁目4番9号
TEL(0438)41-9291

福 山 営業所 福山市三吉町南2丁目4-22（月光壱番館107）

広 島 支 店 広島県広島市南区松川町2番3号
TEL(082)261-6151

機材センター 広島県三原市皆実4丁目1番42号
TEL(0848)64-6056

(15) 主な事業内容及
び対象範囲
(認定登録範囲)

活 動 内 容 土木構造物の施工、建築物の設計、工事監理
および施工、太陽光発電売電業

対象事業所

本社、広島支店、関東営業所、北海道営業所、
機材センター、田川太陽光発電所、福山太陽光
発電所、三次太陽光発電所、木原第一太陽光発
電所、木原第二太陽光発電所、因島太陽光発電
所

Ⅰ．会社概要
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エコアクション２１ 環境経営システム
制定日：2025年12月24日

エコアクション２１の実施体制並びに各部門の責任者は以下の通りとする。

２．環境経営システム組織図

Ⅰ．会社概要
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役割 責任・権限
代表者

①環境経営方針の策定と改定、及び全従業員への周知
②取組状況等の評価・見直し・指示

環境管理責任者

①環境活動手順書の策定と改定
②社内全体の活動の実施・運用及びとりまとめ
③従業員への教育・訓練の計画と実施
④社内全体の環境活動評価見直しの為の代表者への報告
⑤環境経営レポートの確認
⑥環境関連法規の全従業員への周知

環境事務局
①環境管理責任者の補佐、推進室の事務局
②環境関連法規のとりまとめ表の作成
③環境経営レポートの作成と公表

各部門環境活動責任者

①環境目標及び活動計画の策定
②部門内全体の活動計画の実施・運用及びとりまとめ
③従業員・下請業者への周知、協力依頼
④環境管理責任者へ、部門内の環境活動の内容・結果及び評価の報告

全従業員
①経営環境方針、環境関連法規等の順守
②環境活動の参加

代表者代表者
深山隆一

環境管理責任者環境管理責任者
井上尚彦

総務統括部総務統括部
柳川昭二

機材センター機材センター

組織図

メガソーラーメガソーラー

営業統括部営業統括部
土本優太

広島支店広島支店
大地一義

関東営業所関東営業所
岡野祥尚

北海道営業所北海道営業所
山口清光

福山営業所福山営業所
鶴藤治

土木統括部土木統括部
内田恭高

建築部建築部
幸田雅美

住宅部住宅部
岡田誠二

環境事務局環境事務局
土本優太

内部監査内部監査



Ⅱ．環境経営方針

１．経営理念

総合建設業者として常に新たな価値の創造に挑戦し、顧客に満足される
技術とサービスを提供し、より良い社会の実現と発展に貢献する。

２．経営方針

ⅰ）顧客のニーズを先取りした技術とサービスを提供する
ⅱ）時代の変化を的確にとらえ、スピードと実行力のある企業経営を行う
ⅲ）全役職員が自己の役割と責任を認識し業務を遂行する

３．行動指針

事業活動に係わる環境課題に取り組むことは企業の社会的責任であると
認識し、企業価値の更なる向上を目指すと供に、課題とチャンスを明確に
捉え、次の事項に取り組みます。

ⅰ）環境に配慮した設計・施工及び製品の導入推進
ⅱ）化石燃料等の消費による二酸化炭素排出量の削減及びカーボン

ニュートラルへの取り組み
ⅲ）事務所及び現場における廃棄物の削減と再資源化への取り組み
ⅳ）事務所及び現場周辺での美化活動への参加
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Ⅱ．環境経営方針
４．行動指針（目標指標）

ⅰ）環境に配慮した設計・施工及び製品の導入推進
・ZEH設計施工の推進、ICT施工の導入、情報・技術共有
・「広島県建設分野の革新技術活用」、「ICT活用工事」
・「NETIS登録製品」等の積極的な工事への導入

ⅱ）化石燃料等の消費による二酸化炭素排出量の削減及びカーボンニュー
トラルへの取り組み
・自社太陽光発電事業を通じた循環型社会創成への貢献
・アイドリングストップ等のエコドライブ、エコ製品の積極的活用

ⅲ）事務所及び現場における廃棄物の削減と再資源化への取り組み
・産業廃棄物の再利用化
・電子マニフェストの活用推進、環境関連法の徹底順守

ⅳ）事務所及び現場周辺での地域貢献への取り組み
・アダプト、ラブリバー活動、地域貢献活動への参加及び継続
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1．環境目標（行動計画）

Ⅲ．環境経営目標及び計画
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経営方針
行動指標 環境目標 主要な行動計画 具体的な行動計画

ⅰ 化学物質使用量の
削減(現場)

・シックハウス対策製品の
採用

自社設計の案件においてシック
ハウス対策製品の採用により、
人体に有害な物質を排除した安
全快適な住環境を提供すると共
に化学物質使用量の削減に取り
組む。

ⅱ 太陽光発電売電 ・発電設備の維持修繕
定期的な保守点検を行い発電効
率の維持に努める。
発電量のモニタリング

ⅱ 電力使用量の削減
(事務所) ※ ・エアコン設定温度を

(夏:27℃、冬:20℃)に設定
・昼休みの消灯の張り紙を
掲示することで消灯の徹
底

エアコンの設定温度をこまめに
調節し、適切な温度設定を維持
するよう心がける。無理のない
範囲で使用量の削減に取組む。
不要箇所の照明を消すなど省エ
ネ意識をより一層深める取組を
継続実施する。

ⅱ 電力使用量の削減
(現場) ※

ⅱ
ガソリン使用量の
削減(事務所・現
場) ※

・各項目の消費量の管理
・ガソリンについてはエコ
運転の実施徹底

長時間のアイドリングや急発進、
急ブレーキなどを防止し、エコ
ドライブを心がけ燃料消費量を
削減する。
毎月の使用量を集計し、社内掲
示板で公表するなど、職員の意
識付けの向上に継続して取組む。
車両入れ替えに際しては低燃費
車の導入を検討する。

ⅱ 灯油使用量の削減
(現場) ※

ⅱ 軽油使用量の削減
(現場) ※

ⅱ 都市ガス使用量の
削減(事務所) ※

ⅲ 水の削減
・節水の呼びかけ

自動水栓の導入
解体工事等で排出される粉塵の
対策は確実に行う。ⅲ 水の削減(現場)

ⅲ 一般廃棄物の削減
(事務所) ※

・排出量の管理
・分別の徹底、種類別の箱
の用意と種類の明示

・コピー用紙使用量の削減
の張り紙の掲示、裏紙利
用の推進

事務所ごみは各部門で適切に分
別を実施し、部門別の集計は前
年度と比較し毎月社内掲示板に
て公表する。裏紙使用、2アップ
印刷を心がけ使用量を削減する。

ⅲ 産業廃棄物の再利
用化率(現場)

可能な限り再利用できるように
する。目標は全ての産業廃棄物
が対象(アスベストを除く)



Ⅲ．環境経営目標及び計画
２．環境目標（数値目標）
経営方針
行動指標 環境目標 単位 2025年度 2026年度 2027年度

ⅰ 化学物質使用量の削減(現場) % 100 100 100

ⅱ 太陽光発電売電(メガソーラー) kWh 4,200,512 4,200,512 4,200,512

ⅱ 電力使用量の削減(事務所) ※ kWh 209,102 204,920 200,738

ⅱ 電力使用量の削減(現場) ※ kWh 107,005 104,865 102,725

ⅱ ガソリン使用量の削減(事務所・現場) ※ L 111,320 109,094 106,867

ⅱ 灯油使用量の削減(現場) ※ L 263 258 252

ⅱ 軽油使用量の削減(現場)※ L 107,005 104,865 102,725

ⅱ 都市ガス使用量の削減(事務所) ※ Nm3 12 11 10

ⅲ 水の使用の削減 ※ m3 301 295 289

ⅲ 水の使用の削減(現場) ※ m3 2,867 2,810 2,752

ⅲ 一般廃棄物の削減(事務所) ※ kg 833 816 800

ⅲ 産業廃棄物の再利用化率(現場) % 100 100 100

化石燃料 電力 対策
2030年度 目標 346 69 省エネ＋太陽光発電＋ハイブリッド車

2050年度 目標 0 0
省エネ＋太陽光発電＋電気自動車
※建設重機の燃料についてどこまで脱化石燃料化され
るか今後の技術発展次第の部分有

３．カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

単位：ｔ-CO2

※使用量及び一般廃棄物について
2026年度は2025年度の目標値より98%を目標とする。
2027年度は2025年度の目標値より96%を目標とする。
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１．活動実績の評価

※電力の二酸化炭素排出係数は2025年中国電力の調整後排出係数0.472と、東京電力の0.421による

当社CO2排出量 759,818 kg-CO2
当社太陽光発電によるCO2排出抑制量 2,130,674 kg-CO2

Ⅳ．実績の評価
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経営方針
行動指標 環境目標 単位 目標値 実績 評価

ⅰ 化学物質使用量
の削減(現場) % 100 100

化学物質の使用量は、建築設計における
対策製品の採用により出来ている。今後
も有害物質を含まない製品の採用を進め
る。

ⅱ 太陽光発電売電
(メガソーラー) kWh 4,200,512 4,514,140

自然に左右されやすい事業により、実績
が左右されやすいが、目標を達成した。
引き続き、発電状況の監視を行い、異常
を早急に対応できるように努める。

ⅱ 電力使用量の削
減(事務所)※

Kg-CO2 98,696 91,282 こまめな消灯、エアコンの過度な設定温
度を抑えることができたため、削減する
ことできた。
現場では、受注工事の種類や時期によっ
て、年度ごとの使用量が異なるが、でき
るだけ節電を心がける。

kWh 209,102 194,536

ⅱ 電力使用量の削
減(現場)※

Kg-CO2 97,634 64,688

kWh 107,005 137,052

ⅱ
ガソリン使用量
の削減(事務所・
現場)※

Kg-CO2 258,262 285,984 目標に対し、１割ほどの超過となった。
アイドリングストップ等のエコドライブ
を実践するなど削減に努める。L 111,320 123,269

ⅱ 灯油使用量の削
減(現場)※

Kg-CO2 654 1,304 目標に対し、使用量が増加した。
二酸化炭素排出係数の小さい、電気ス
トーブ等の使用を推奨していく。L 263 524

ⅱ 軽油使用量の削
減(現場)※

Kg-CO2 276,072 316,519 目標に対し、１割ほどの超過となった。
重機の種類は、現場状況に大きく左右さ
れるが、低燃費の重機や、電動機械を使
用するなどできうる限りの削減に努める。L 107,005 122,682

ⅱ 都市ガス使用量
の削減(事務所)※

Kg-CO2 28 38 目標を達成できなかった。無駄にガスを
使ってないか、改めて見直し、使用量を
抑える。Nm3 12 18

ⅲ 水の削減(事務所) m3 301 363 当該年度完成工事に、解体工事や集合住
宅の施工がなかったため、大幅な削減と
なった。事務所では、使用量が増加傾向
にあるため、改めて節水に取り組む。ⅲ 水の削減(現場) m3 2,867 490

ⅲ 一般廃棄物の削
減(事務所)※ kg 833 708 達成した。これからも継続して削減に取

り組む。

ⅲ 産業廃棄物の再
利用化率(現場) % 100 81.4

目標を達成できなかったが、できる限り
の削減を行うことができた。また、昨年
度のリサイクル率を上回ることができた。
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Ⅳ．実績の評価
１．活動実績の評価
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２．各種受賞表彰

Ⅳ．実績の評価
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優秀企業認定書
(中国地方整備局)

中国地方整備局発注工事で過去2カ年度に完成した直轄
土木工事の実績を3件以上有し、工事平均点が 80点以上
となる企業のこと

優良建設業者表彰
(広島県)

成績評定点が業種毎に定める一定点以上であり、要領に
定める基準の合計点が業種毎に定める一定点以上である
こと

優良工事施工団体表彰
(中国地方整備局)

成績が優秀でその功績が特に顕著であったもの

特別表彰
(広島県)

同一業種において、４年続けて表彰を受賞していること

中国ニューオフィス奨励賞
(ちゅうごくニューオフィス懇話会)

地域ブロック共催者がそれぞれ独立して、今後のオフィ
ス環境の整備の模範と認められたこと

表彰状
(三原市)

三原市工事成績評定要綱に基づき、優秀な工事成績を収
めたこと



Ⅴ．活動内容の紹介

ⅰ）環境に配慮した設計・施工及び製品の導入推進-
・ICT施工の導入
・「NETIS登録製品」等の積極的な工事への導入

工事名：令和５年度国道２号外三原維持工事
工事期間：令和５年４月１日〜令和７年３月３１日
【環境・近隣への配慮や工夫①】
・舗装打替において、GX建機認定機「電動ミニバックホウ」を中国地方で初導入しました。

【取組評価】
当該バックホウは、リチウムイオンバッテリーを搭載し、CO2排出量削減および騒音レ
ベルの低減を実現した電動式建設機械であり、排出ガスを発生させないため、地下空間
等の密閉空間においても作業員等がガス中毒になる可能性がないメリットもあります。
また、燃料充填がなく、エンジンオイル、エンジンオイルフィルター、エンジンエアフィ
ルターの交換が不要です。中国地方には、当該機械は10台しかないですが、住居近くや夜
間作業の際には積極的に活用し、他の現場でも活用できるように取り組んで参ります。
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Ⅴ．活動内容の紹介
ⅰ）環境に配慮した設計・施工及び製品の導入推進

・情報・技術共有

【環境・近隣への配慮や工夫②】
・冬用タイヤ未装着車両による立ち往生や深刻な交通渋滞、通行止めを未然に防ぐため、
冬用タイヤの早期装着及び車輪脱落事故防止を呼び掛ける啓発活動を、みはら神明の里
にておこないました。

【環境・近隣への配慮や工夫③】
・除雪車両チェーン着脱訓練を行い、積雪による緊急出動時に、スムーズに出動できるよ
う、訓練を行いまいした。

【取組評価】
道路の凍結による事故を、ゼロにすることは難しいですが、本業務における対策を講ること
で、事故の減少に少しでも繋げることができたのではないかと考えます。また、事故による
構造物の損傷や車両の廃車を防ぐことは、処理や復旧にかかるエネルギーの消費を考えると、
CO2の消費を削減できる行動です。これからも、本業務の取り組みを進めて参ります。
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Ⅴ．活動内容の紹介

ⅱ）化石燃料等の消費による二酸化炭素排出量の削減及びカーボンニュー
トラルへの取り組み
・エコ製品の積極的活用

工事名：西小学校長寿命化改修工事（建築主体工事）
工事期間：令和６年６月１９日〜令和８年２月２４日
【環境・近隣への配慮や工夫①】
・ノッチタンクを設置し、左官、劣化改修工事から出る洗い水を集水し,汚泥水として処分
を行いました。

【環境・近隣への配慮や工夫②】
・仮囲いに取付けていたパネルゲートのパネルにecoパネルを使用しました。

【取組評価】
効率的かつ安全に水を処理・管理するためのノッチタンクや、大気浄化・防汚・脱臭・抗
菌・殺菌の効果を持つパネルを用いて、施工現場をきれいな状態に保つことができました。
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Ⅴ．活動内容の紹介

ⅱ）化石燃料等の消費による二酸化炭素排出量の削減及びカーボンニュー
トラルへの取り組み
・エコ製品の積極的活用

【環境・近隣への配慮や工夫③】
・環境問題に対応した森林から供給される、木質由来の再生可能な非可食バイオマスを使
用した塩ビシート素材の看板シートを選定しました。

【環境・近隣への配慮や工夫④】
・ＬＥＤの照明器具を使用し、電力負荷の低減、照度の確保、火災の予防を行いました。

【取組評価】
紹介した４つの配慮、工夫以外にも、作業環境の改善や施工環境の改善、清掃ボランティア
に取り組み、環境に配慮した施工現場を心がけました。また、学校での居ながら工事となり
ましたが、第三者災害を起こすことなく、竣工することができました。
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Ⅴ．活動内容の紹介
ⅳ）事務所及び現場周辺での地域貢献への取り組み

・地域貢献活動への参加及び継続

日時：令和７年１１月１８日
場所：本郷除雪基地

発注者である国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所と、受注者である弊社山陽建設
国道2号外三原維持工事において、地元小学生をご招待し、イベントを開催しました。

【取組評価】
除雪作業の見学や、建設機械のラジコン操作体験、除雪機械の乗車体験をしていただき、建設
業の魅力を紹介しました。建設業の仕事内容や魅力が伝わる機会となりました。

日時：令和７年１１月２７日
場所：令和６年度福山道路赤坂改良工事

地元幼稚園児をご招待し、現場見学会を開催しました。

【取組評価】
クレーンによる吊り上げ、ダンプカーやショベルカーによる土砂運搬を披露し、普段見
ることのない大きな重機が間近で動く際には、大きな歓声が起こり、楽しみながら見学
していただくことができました。
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Ⅴ．活動内容の紹介

ⅳ）事務所及び現場周辺での地域貢献への取り組み
・アダプト、ラブリバー活動

日時：令和７年５月２１日
場所：県道三原東城線（マイロード活動）

当社は平成19年に広島県のアダプト制度の認証を受け、県道三原東城線の清掃活動を実施す
るとしています。 この活動については、地域の恒例行事として根付いており、清掃中に地
域の方とコミュニケーションを行いながら実施しています。

日時：令和７年５月２０日、２１日
場所：福山市 福山尾道線（マイロード活動）

清掃活動範囲を三原地域だけではなく、福山地域と広島地域にも広げています。
地域に求められる企業として、これからも活動を継続していきます。
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Ⅴ．活動内容の紹介
ⅳ）事務所及び現場周辺での地域貢献への取り組み

・地域貢献活動への参加及び継続

日時：令和７年４月２０日
場所：沼田川（三原法人会主催）

約1kmの区間の右岸を清掃し、2時間程度で1,000ℓ以上のごみを回収しました。
地域の団体と協力し、交流を深めながら清掃活動を行うことができました。

ⅱ）化石燃料等の消費による二酸化炭素排出量の削減及びカーボンニュー
トラルへの取り組み
・自社太陽光発電事業を通じた循環型社会創成への貢献

当社は新たな事業展開として、平成25年度より遊休地を活用した太陽光発電事業を開始しま
した。現在は6箇所で発電を行っており、本業の建設業に加えて新たな柱となる事業になっ
ております。この事業をはじめ、低炭素社会の実現に貢献するための活動を継続します。

【取組評価】
アダプト活動やソーラーパネル事業を通して、地域貢献活動に取り組むことができました。
環境保全活動や地域交流活動を通じて、環境に配慮したより良い会社の実現のため、今後も
継続して活動に取り組みます。
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Ⅵ．環境関連法規制等の尊守状況
１．関連する主な法規

２．尊守状況

-18-

適用される法規等 適用される事項 判定

建設業法 環境負荷を低減する為に人と自然との共生を図り、環境に配慮
した工事を遵守することで環境保全活動の促進 〇

建築基準法 民の生命、健康、財産の保護のため、建築物の敷地、構造、設
備、用途に関する最低の基準

〇

労働安全衛生法 総括安全衛生委員会、衛生管理者、安全管理者の選任・届出
安全衛生委員会の開催と記録、安全パトロールの実施と記録 〇

建設リサイクル法 解体改修工事、その他の工作物に関する工事 〇

廃棄物処理法
一般廃棄物保管管理、適正処分
産業廃棄物の適正な処理、産業廃棄物処理実績報告/
交付状況報告及び契約書の管理

〇

騒音規制法 建設現場(作業敷地内)、騒音レベル、85デシベルで以下 〇
振動規制法 建設現場(作業敷地内)、振動レベル、75デシベルで以下 〇
電気事業法 各発電所および本社自家発電設備 〇

石綿関連法 注文者の配慮、事前調査・届出、作業計画、船員の作業主任者、
保護具着用、隔離及び作業者以外の立入禁止 〇

改定建築物省エネ法 建築物のエネルギー消費性能基準の遵守、省エネ計画書の提出 〇

地球温暖化
対策推進法

パリ協定・2050年カーボンニュートラル宣言等を踏まえた基
本理念の新設、地域の再エネを活用した脱炭素化を促進する事
業を推進計画・認定制度の創設、脱炭素経営の促進に向けた企
業の排出量情報のデジタル化・オープンデータ化の推進等

〇

大気汚染防止法 特定粉塵排出等作業を伴う工事の届出 〇
水質汚濁防止法 河川及び港湾工事における水質汚染抑制の取組、管理 〇

フロン排出抑制法 本社及び各営業所の、業務用冷凍空調器の簡易点検、及び定期
点検の実施 〇

労働安全衛生規則
（熱中症対策）

湿球黒球温度28度以上または気温31度以上の場所で連続1時間
または1日4時間以上の作業 〇

遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されています。
なお、関係当局より違反等の指摘はありません。



Ⅶ．代表者による活動全般の評価と見直し・指示事項

環境管理責任者における運用・総括

中間審査指摘事項対応

2025年度は8回目の中間審査(令和6(2024)年度分)を受審しました。
建設業者向ガイドライン2017年度版への適合や環境経営の維持状況、環境経営の有

効性をポイントに審査を受けました。各部門のヒアリング、土木現場(福山道路赤坂改
良)、建築現場(西小学校長寿命化改修)、住宅現場(Ｙ様邸新築)、機材センター、太陽光
発電所の現場視察が実施されました。
その審査において「環境経営目標及び環境経営計画の策定」「実施及び運用」「環

境レポートの作成」の各要求事項において、指摘がありました。各項目において改善、
対応を実施しております。

環境経営計画の実施及び運用の結果

環境経営方針、代表者による指示事項に沿い、具体的な活動計画を行いました。
概ね計画通りに運用できたものと考えておりますが、各部門ともに、目標の達成、

未達成があります。それは、従業員の教育と意識向上の部分で、更に積極的に活動で
きると考えられました。そこで、推奨指摘事項の一つである、各部門における環境目
標管理を、本業に関する事項の優先順位を上げて取組を進めて参りました。
従って、目標に向けて取組を進める事でエコアクション21の運用は有効に機能して

いると考えます。

環境経営目標の達成状況
会社全体として中期目標・年度目標をそれぞれ設定し、目標達成に向けて活動を進

めてまいりました。（Ⅳ．実績の評価）。工事の種類や環境に左右されるところもあ
りますが、できる限りの削減、再利用に努めます。

環境関連法規などの遵守状況

環境関連法規等に関する違反は報告されていません。
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外部からの環境に関する苦情や要望

  土木部港湾工事において、鋼管杭打設作業でクレーン及びバイブロハン'ビ

が落下し、護岸背後地に駐車していた一般の方の自家用車にかかってしまいましずこ。

鏡の落とすため洗車をしていただき、サビの落下に留意しながら、車に保護シートを

養生し直接付着を防ぎました。考えれる被害を更に想̂定卷、常に対策・改善して参り
ます。

内部監査

3月18日から3月29日にかけて、各部エコアクション担当者が監査員となり被監査部門

を監査しました。各部門とも指摘事項は無く、適切に運用されております。

代表者における評価と見直し指示

環境経営方針 無 現状の方針で継続する

環境経営目標 無
/\\\

目標達成できていない項目もあるが、

目標に向けての取組は有効に機能してる。

環境経営計画 更に積極的な活動となる様、啓発活動等の実行

実施体制 紐 現在の体制で継続する

環境経営システム全体

(上記以外）
紐

環境経営において、効果が期待できる

新たな取組項目が有れば追加

以上のことから、弊社のエコアクション21は、システムとしての有効性は

『あり』

代表取締役

社長の指示を受け、継続的な改善を図り、より充実した活動となるよう努めて参りま

す0
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